
(57)【要約】
【課題】石炭灰は一般産業廃棄物となっています。現在では、石炭灰の７０％が有効利用
されています。残り３０％を灰捨て場等に埋立て処分しています。廃棄物処分場がなくな
る傾向で進んでいます。埋立て処分石炭灰を建築資材に変える。
【解決手段】石炭灰，粉末パテを工場で混合して製品化する。現地で接着材と水で練り混
ぜて使用する。石炭灰を建築資材と変えて使用することで一般産業廃棄物が少なくなる。
【選択図】　なし
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
石 炭 灰 （ 一 般 産 業 廃 棄 物 ） と 粉 末 パ テ を 工 場 で 混 合 製 品 化 。 現 地 で 合 成 樹 脂 接 着 剤 と 水 で
練 り 混 ぜ て 使 用 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
石 炭 灰 （ 一 般 産 業 廃 棄 物 ） を 有 効 利 用 し て 、 建 物 内 装 用 下 地 調 整 処 理 材 の 工 場 製 造 方 法
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
石 炭 火 力 発 電 所 か ら 多 量 の 石 炭 灰 が 発 生 し ま す 。 例 え ば 、 中 国 電 力 に お け る 石 炭 灰 の 有 効
利 用 率 は 現 在 ７ ０ ％ で 、 そ の 大 半 は セ メ ン ト 分 野 で あ り 、 土 木 建 築 分 野 、 農 業 水 産 分 野 と
な っ て い ま す 。 セ メ ン ト 分 野 の 中 で も 粘 土 の 代 替 材 と し て 、 セ メ ン ト の 原 料 に 多 く 利 用 。
土 木 分 野 で は 海 砂 代 替 材 、 地 下 空 道 の 充 填 材 な ど に 活 用 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 問 題 】
現 在 稼 働 中 の 石 炭 火 力 発 電 所 は 、 日 本 全 国 で ３ ０ 数 個 所 あ り 、 発 生 す る 石 炭 灰 は 、 年 間 約
一 千 万 ｔ と １ ０ 年 前 に 比 べ て 倍 増 し て い ま す 。 例 え ば 中 国 電 力 は 、 石 炭 灰 が 年 間 約 ７ ０ 万
ｔ 出 ま す 。 現 在 そ の ７ ０ ％ を 有 効 利 用 、 残 り ３ ０ ％ は 灰 捨 て 場 等 に 埋 立 て 処 分 し て い ま す
。 埋 立 て 処 分 石 炭 灰 の リ サ イ ク ル を 目 的 と し て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
石 炭 灰 特 性 を 活 か し 、 建 物 内 装 用 下 地 調 整 材 と す る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
石 炭 灰 と 粉 末 パ テ を 工 場 で 混 合 製 品 化 と す る 。 現 地 で 接 着 材 と 水 を 練 り 混 ぜ て 使 用 す る 。
粉 末 パ テ 成 分 名 （ 石 膏 ， 炭 カ ル ， ビ ニ ル 系 樹 脂 ） 。 接 着 材 成 分 名 （ エ チ レ ン 酢 酸 ビ ニ ル ，
水 ， ト ル エ ン ） 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
【 実 施 例 】
サ ン プ ル を 石 炭 灰 と 粉 末 パ テ 混 合 比 ９ 対 １ か ら １ 対 ９ の 比 で 実 施 し た 。 現 地 で 竹 屋 町 ビ ル
新 築 工 事 、 内 装 工 事 壁 下 地 調 整 で 施 行 し ま し た 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
【 発 明 の 効 果 】
石 炭 灰 （ 一 般 産 業 廃 棄 物 ） の リ サ イ ク ル に な り 、 又 工 場 納 入 と な り 管 理 が 明 確 に な る 。 下
地 調 整 材 は 品 質 均 一 、 管 理 が 簡 単 に な る 。
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